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糸静線活断層帯南半部（茅野～鰍沢）の変動地形GISデータとそのオン
ライン公開

GIS-based tectonic-geomorphological data set and its online release on
the southern half of the ISTL active fault zone
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「糸魚川‐静岡構造線断層帯における重
点的な調査観測」（文部科学省委託，
2005～2009年度）において，変動地形
グループは，活断層の分布と個々の地点
における変位量，地形面の分布と年代に
関する高密度高精度のGISデータセット
を得るため，1．活断層と地形面を認定
する航空写真判読，2．ピット掘削やボ
ーリングを含む現地調査，3．テフラ分
析や放射性炭素年代測定を含む編年，
4．航空写真測量，5．LiDAR計測，を実
施してきた．得られたデータセットに基
づき活断層帯全域の平均変位速度分布を
求めたほか，ネットスリップ速度分布に
換算し，地震時ネットスリップ量分布や
地下のアスペリティの位置，モーメント
マグニチュードを見積もった（鈴木ほ
か，本発表，投稿中）．さらに，活断層
情報をWebGISによって閲覧することの
できるシステム「糸魚川‐静岡構造線活
断層情報ステーション」を構築した（図
参照）．本システムでは，上記データの
ほか，活断層認定の根拠とその位置精度
に関する地形学的説明も閲覧することができる．2008年8月25日，活断層帯北半部（白馬～茅
野）について本システムを一般公開した（鈴木ほか，2009）（http://danso.env.nagoya-u.ac.jp/istl-
gis/）．南半部についてはこの3月に公開予定である．本発表では南半部の掲載情報について紹介
する．北半部に関する公開後の改訂点もあわせて述べる．
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